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SPOCの社会実装に向けて

SPOC (Stream-oriented Public Opinion Channel)は社会技術
研究開発センター・ミッションプログラムI・会話型知識プロセ
ス研究グループにて開発されたマルチメディアプレゼンテーショ
ンシステムである．SPOCはWebブラウザ上で動作し，テレビ番組
の形式で情報提供を行うシステムである．SPOCでは視聴者の理解
が得られるよう，(1)画像(動画，静止画を含む)と，(2)司会者キ
ャラクタを組み合わせて情報提供を行う(Fig.1参照)．

本研究ではSPOCの社会実装に向けて，SPOCを用いた専門家から
の社会問題に関する情報提供と，ウェブログを用いた市民からの
情報発信を想定した実験を行った．

司会者キャラクタ
（音声合成による読み上げとジェスチャ表現が可能）

画像 （動画と静止画が表現可能，
静止画のズーム，パン，チルトが可能）

Fig. 1 SPOCコンテンツ視聴画面
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II. 後期実験の概要

実験の概要

実験は2005年12月21日から2006年1月31日にかけて行われた．
実験参加者は20代から50代までの男女62名(男性28名，女性34名)
であった．実験は前期実験と後期実験からなる(Fig.2参照)．

前期実験では参加者の社会問題についての関心とSPOCコンテン
ツの違いによる内容理解の差を探ることを目的とし，アンケート
調査を行った．参加者を2群(A群, B群)に分け，A群には社会問題
に関する個人のエピソードなど主観的情報を含むコンテンツを提
供し，B群には主観的情報に加えて統計データなど客観的情報を
含むコンテンツを提供した．

後期実験では社会問題に関する参加者の意見や関心を把握する
目的で，参加者はSPOCコンテンツや参加者の関心のある社会の出
来事についてブログ記事を作成しアンケートに回答した．参加者
は週に2日以上，1記事最低100文字を含むブログ記事の作成が求
められた．期間中，刺激として前期4件のSPOCコンテンツに加え
11件のSPOCコンテンツが追加提供された．

実験結果

実験の結果は次の3つの観点に分けられる:(1)リスクコミュニ
ケーションにおけるSPOCの情報伝達ツールとしての効果，
(2)ウェブログを用いた情報発信に関する効果，(3)SPOCコンテン
ツ提供サイトに関する評価である．

第1の観点では，情報伝達ツールとしてのSPOCは肯定的に受け
容れられた．司会者キャラクタの効果については積極的な評価は
得られなかった．音声合成に関しては，高品質の音声合成を用い
たこともあり肯定的評価が得られた．

第2の観点では，ブログは情報発信ツールとして敷居が低く，
社会問題に関して意見や考えを述べる場としても捉えられている
ことが分かった．

第3の観点では，社会問題についての情報提供方式として肯定
的評価を得た．一方，より長期に渡る継続的調査の必要性も明ら
かになった．
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SPOCを用いたリスクコミュニケーションに関する評価実験を行
った．SPOCによる情報提供とウェブログを用いた情報発信につい
てアンケート調査を行った．この結果，SPOCを用いた情報提供の
有効性と課題，ウェブログを使った意見表明の可能性と注意点，
情報提供サイトの運営方法についての注意点を確認した．

Fig. 2 実験の概要
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8.06%

11.29%

27.42%

27.42%

17.74%

8.06%

0.00%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらかといえばそう思わない

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う

かなりそう思う

非常にそう思う

司会者キャラクタの
振る舞いは自然だった

1.61%

9.68%

6.45%

22.58%

45.16%

12.90%

1.61%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

まったくそう思わない

あまりそう思わない

どちらかといえばそう思わない

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う

かなりそう思う

非常にそう思う

ブログで多くの人が社会問
題を取り上げることで，社会
が問題解決に向けて動く

Fig. 3 アンケート結果（抜粋）社会技術研究論文集Vol.4 pp.177-188


